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C 7 実態調査よ')みた黒大豆の調理
　（第･/報）おゼら料理にみる黒大豆のあリガ
夙川学院短大　o 黒田正冶郎真砂性美　大鹿淳子
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(回的）

　社会構造で科学urnの遼展が回^'J Iい今EIでば、多くの因子にrり文化の担い手であ

る我々の急狐が犬さく影響£受け変化|つつある。その影響け食文化面にお、ヽても認めら

れ、食文化の形態が変わり同時に伝統的v手沃が失われつつあるように思える。

　正月の黒大豆料理もその例外でない。年の瀬の忙＼ Vヽ時期に手間暇のかφヽる累、大豆料理
を手作りで準備１る乳庭が少くり｀り、市敵ぐれて、ヽる調理済みの黒大豆£利用寸る家庭が

多くvつてさているようI '.思尤る。そ: r正月の黒大豆料理の実態辞査をアンフートl-J^

月乱ヽ、今日の黒大豆の調理方法やその占める位置を調べてみる。そドx今日の黒大豆料

理忿通じておゼら料理等の伝統的食文:化のか麦lのあリ方や変濾を検討l てみる。

（方法）

　夙川学院家政:学科に在籍^る学iの家庭と任意抽出I た一般家奥を対象バアンT一卜調

査を行った。アンケート回収率ﾀ5%で、その内肩効アンケ一ト組牧t、l醇て漓っft。

アンブートの内承;t、家族構成、黒大豆の入手丿去、､価格､量、調理方法等、?項目3∂質問

とI rこ、

（結果）

　調査対象の内俘3%が家庭↑凛込み、冴の内心%が丹波産累大豆瓦使用l もヽる。黒大

豆の購入ば／μμがa月訪日以前に購入に3∂BIでにi?μの家庭r調理を｡終えてヽ､ヽる。

　詳＼くは当日発表の予ｔ。
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いでお'), 全m的こ仰く剰甲むれ一てぃへ体啼料理|影像青iii兌々功稚ぼﾘ^ o 1ンケート峰

果右ヽり転句児の略好lこ洽ﾚヽ，象爽T･ぞ母軋り作る割合が゛高いごとを報をしrこ，宰報では

保令'竹縁痕献立々ヽら涌三方Vk上。5 時刻閣冷献i. t /分稗レ，勾^に恥y v閑濠こっい乙凛

討i 行うこ，

　力泳　襟奮吟雌濠献立ぽ前轍之岡旅{こ全眼lユけ岬区ﾇﾏ寡としiこr＼ 間者献i-の享ﾒヽホて
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7., 紅条などド冷頻レしアンケート朗査)f幼稚即li蒔っ母椎/う?名に行レヽ，聞/食掻取

状涙，間/匁Iリすi-母截・禽識喪よ梗同系の比較B.行ぐ，

　雌早　仔貴所薇者,り閏者献訓よ，手作り眠なもら早物，洋峯子などり掻取劇合が南ﾚヽ

。主凍i 掃な与りぷ保今珍聞川^畑こ彰誓可い。ヽ，文京li (^ﾌ芦ノi:ﾀﾀヽ･ヽ叶k, 0)外･り
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ト雌旱t-は，葉物・ｾﾞ;んベレヽ‘fit- 表薯が好きレ^，よく与えi凄みとされてい^．秀

作-;紅薯9- Iぶμμ>x上のん叶好まレいIしなが^ら, よくぶえl^気は^％し1･ヽいなし八。


